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流動化処理製土（ＬＳＳ）製造の可視化の試み
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　原料土として発生土を使用する流動化処理土にとって、品質を安定化さ
せるための製造機械と製造管理は、重要な役割を担います。
　製造機械は、少量の固化材を均一に泥土に混練りするバッチ式の撹拌装
置が、また、攪拌装置に適量の固化材と泥土と砂質系の土を供給するため
に計量装置が欠かせません。当機構の会員は、バッチ式混練装置（写真１）
と計量装置を標準的な装備とし、混練時間や計量データを制御して流動化
処理土を製造しています。
　製造管理も、原料土となる発生土の土性が不安定になりがちなので、欠
かすことができません。『流動化処理土利用技術マニュアル（第２版）』
では解泥された泥土のフロー値と密度の管理試験を定期的に実施すること
を推奨しています。
　この製造管理に関して機構の活動の一環として、圧力センサーで泥土密
度を測定する技術開発が進められています（図１）。圧力センサーを解泥
槽や貯泥槽にある泥土の一定の深さに置けば、その圧力から任意に時間の
泥土密度が算出できるほか、時系列的にモニターすると泥土の材料分離特
性が把握できます。
　例えば、圧力センサーを手動で一定深さに投下するだけでも正確な密度
が短時間に簡単に測定可能です。現場がＷｉ－Ｆｉの環境下にあれば測定
値を複数の担当者間で共有できます。現在、これらの形態に合わせた各種
測定装置の性能確認試験（写真２）や現場実証試験（写真３）が進んでい
ます。
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